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炭素繊維複合材料は、軽量・高強度といった炭素繊維が持つ基本物性の高さから注目され、各種

産業分野での採用が進んでいます。特に、航空機や自動車をはじめ、スポーツ・レジャー用品、圧

力容器、風力発電ブレードなどでは需要が増加しており、本格的な拡大期に突入したと言えます。 

本研究会は、平成２０年度より始まりましたが、参加された皆様方からの継続実施の要望が強く、

今年度も３回にわたり開催することとしました。多数の皆様方のご参加をお待ちしております。 

 

 

≪第２回≫ 

日時：平成２８年１０月１９日（水）  

１３：３０～１６：３０ 

場所：ウインクあいち ９０１大会議室 
（愛知県産業労働センター） 

名古屋市中村区名駅４－４－３８  

 
 

※平成２８年度炭素繊維応用技術研究会に申込済の方 

 に限定させていただきます。 

 

 ≪プログラム≫ 
13:30～13:35 主催者挨拶 
 
13:35～14:55 「炭素繊維複合材料の技術展開 －航空機用途を中心に－」 
            講師 東レ株式会社 複合材料研究所 主任研究員 坂田 宏明 氏            
 炭素繊維強化複合材料（CFRP)は、近年その性能や製造技術が著しく進歩し、スポーツ・自動車
用途や航空機用途への展開が拡大している。最近の技術展開、中でも、炭素繊維の高い性能が必須
とされる航空機用途向けの展開を中心に紹介する。 
 

14:55～15:10 休憩 

 
15:10～16:30 「ＣＦＲＰ成形へのマイクロ波プロセスの適用化とその特徴」 
            講師 国立研究開発法人産業技術総合研究所 構造材料研究部門無機 
               複合プラスチックグループ 研究グループ長 堀田 裕司 氏 
CFRPにマイクロ波を照射することによって、CFRP中の炭素繊維が急速に加熱されるため、熱可

塑性 CFRPの場合は高速賦形、熱硬化性 CFRPの場合は高速樹脂硬化が期待できる。ここでは、マイ
クロ波プロセスを CFRPの成形に適用するための因子、照射後の CFRPの特徴について述べ、マイク
ロ波プロセスの可能性について考える。 
 

16:40～17:30 希望者のみ、１５階 研究交流センターにて交流会  

（JR・地下鉄・名鉄・近鉄）名古屋駅より 

◎JR名古屋駅桜通口から ミッドランドスクエア方面 徒歩5分 

◎ユニモール地下街 5番出口 徒歩2分 

※名駅地下街サンロードからミッドランドスクエア、マルケイ観

光ビル、名古屋クロスコートタワーを経由 徒歩8分 

 



≪今後の予定≫ ※講師の都合等により、今後の予定については変更となる場合があります。 

第３回 平成 28年 12月 2日（金） 13:30～ 於ウインクあいち ９０２大会議室 

Ⅰ…名古屋大学 客員教授／一般社団法人強化プラスチック協会会長 邉 吾一 氏 

「次世代車体構造用炭素繊維強化熱可塑性複合材料の開発と課題」 

Ⅱ…オーエスジー株式会社 デザインセンター開発グループ グループリーダー 辻村 桂司 氏 

「ＣＦＲＰの切削加工技術と最適工具の選定」 

 

 

◆お問い合わせ先 当財団 業務部 ０５６１－７６－８３２６ 
 
◆開催案内は既にメールしておりますので、返信メールにてご出欠をご連絡下さい。 
 ＦＡＸにてご回答いただく場合は、下記の参加申込書をご利用ください。 
 ※応募多数のため、新規の申し込みは受け付けておりません。 
  第１回でお申込みいただいている方に限定させていただきます。 

        
第２回 炭素繊維応用技術研究会 参加申込書 

 
ＦＡＸ ０５６１-２１-１６５１              

（公財）科学技術交流財団 業務部 行  担当：山岸／伊藤 

※ ご記入いただいた個人情報は、当財団からの各種連絡・情報提供のために利用させていただきます。 

※ 受講票は発行いたしません。直接会場にお越しください。 

ふ り が な  

会 社 名  

所 在 地 
〒 

ふ り が な  

所 属 ・氏 名  

交 流 会 
（どちらかに○をつけて下さい） 

軽飲食をご用意しております。参加をご希望する方は、 

当日、受付にて1,000円をお支払いください。（16:40～17:30まで） 
参加  ・ 不参加 

連 絡 先 

ＴＥＬ                        ＦＡＸ 

メールアドレス 


